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  第128回 タイ国 ビジネス事例 不正・誤謬・不備事例 ⑩  

 

 

 
今回も引き続き不正事例をご紹介します。 

会計処理の不正、会社財産に関する不正、会計処理方法や税務上の処理方法の誤り（＝誤謬）、内

部統制に関する不備（＝会社のチェック体制の不備）などは、日本のみならず、タイにおいても様々な

ケースが発生していると考えられます。 

事例をご紹介しながら、会社として、管理者としてどういった点に注意すべなのか、どういった対応方法

が必要なのか考えてみましょう。 

 

（事例の概要） 

今回は、子会社買収に伴い買収先の海外子会社で発生した不正事案をご紹介します。 

子会社買収に際しては買収先の全体的な管理レベルを把握してデューデリジェンスをどこまで行うか、

社内管理体制の概括的な検証をまず行うなどして検討するべきであった事案です。 

 

 

 

 

 

 

（対象会社K社の概要） 

K 社は中古ブランド品の買取り・販売を行っている会社です。中古品の買取り・販売を行う業界の中でも

ブランド品の取り扱い量は最大の会社です。会社の設立は 1979 年で、2018 年前後から海外出店を強化

しています。2022 年 3 月期の売上高は 711 億円、経常利益は 37 億円。 

 

（B 社子会社化の経緯） 

 K社は国内で同業の B 社から支援を求められ、新設した KB 社に吸収分割する方法により B 社を実質

的に子会社化しました（効力発生日：2019 年 12 月 3 日）。（以下、新しい子会社をKB 社、分割された会

社を旧 B 社とします） 

 旧 B 社を子会社化するまでの経緯は以下の通りです。 

・2019 年 9 月 20 日：旧 B 社を支援するスポンサー支援基本契約書の締結日 

・2019 年 10 月 25 日：同最終契約締結日 

K社公表資料によると、直前決算期の B 社の売上高は約 144 億円ありましたが、純資産は約△30 億

円と債務超過状態でした。 

また、2019 年 10 月 25 日時点でも分割する資産、負債項目の金額は未確定とのことで、旧 B 社の実質

的な資産、負債の状況、株式非上場会社である B 社の社内管理体制の状況に関して詳細な検証が行

われていなかったように見受けられます。 

 

（不正行為発覚の経緯・不正行為の概要） 

K社は旧 B 社を実質子会社化後、翌 2020 年 1 月、香港子会社（以下、B-HK 社とします）の内部監査

〈まとめ〉 

・不正の類型：買収先の海外子会社の社員による不正 

・事案の内容：現金管理担当者による現金の横領。 
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を実施しました。その過程で経理担当者（以下、行為者 X とします）へのヒアリングを行い、経理担当者が

資金を着服していたことが発覚しました。 

これを受けてK社は直ちに調査委員会を立ち上げ、調査を開始。2020 年 2 月 14 日には調査報告書

を受領し、その調査結果などが公表され、併せて業績予想の下方修正も公表されました。 

調査結果によれば、円貨ベースでの損失発生金額は約 83 百万円となることが判明しました。当該損

失は 2020 年 3 月期第 3 四半期決算に貸倒引当金として計上されました。 

 

（原因分析・背景分析） 

調査の結果、発生原因やその背景として以下の各点が指摘されました。 

① 旧 B 社には十分な内部管理体制が構築されていなかった 

旧 B 社は非上場で、管理体制を構築するという視点が全くなく、担当者任せの管理を行っていた

ことが判明した。海外子会社についても同様で、現地任せ、担当者任せとなっていた。 

② 行為者 X は入社後 10 年間にわたり経理事務を担当、現金を単独で管理 

不正発覚時は経理責任者となっていて、経理事務全体を取りまとめるポジションにあった。現金に

ついても行為者 X が単独で管理し、休暇時も保管場所のカギを本人が保持していた。 

③ 中古ブランド品の買取りは現金決済されることから店舗間の資金移動など頻繁に発生 

香港子会社 B-HK 社では、店舗からの指示に基づき買取り用現金の振り替え、手許現金の管理、

小口現金の受け払いなどの事務が発生するが行為者 X が全て管理していた。 

こうしたなか、中古ブランド品買取り資金の一部を横領し、中古品を買い取ったように帳簿上の操

作をして、齟齬が発生しないようにしていた。 

 

（再発防止策・この事例の示唆） 

当該事案に対して調査報告書は再発防止策として以下の点を提言しています。 

① B-HK 社の業務運営体制の再構築を進める 

内部管理体制、チェック体制の見直しを進め、必要に応じK社本体からの人材投入も検討する。 

② 日本本社と海外子会社との連携を強化し、グループ共通の管理体制、モニタリング体制を構築 

日本本社と同程度の内部管理体制とするよう連携を強化し、グループ共通の管理体制、定期的に管

理情報を収集し、チェックを行うモニタリング体制の構築を進める。 

③ 現物管理の徹底。現金の管理方法の点検・再構築と共に中古ブランド品の在庫管理の徹底 

現金に関する業務はダブルチェックを行い、定期的な現金実査を行う。在庫管理システムを検証し、問

題点の有無を再度検証する。併せて、定期的な現品棚卸しを行い、実在性を検証する。 

④ 役職員へのコンプライアンス教育の徹底 

役職員へのコンプライアンス研修を実施し、社内ルールの厳守を徹底する。 

 

中古品の買取り・販売を行うリユース業界は、フリマアプリやシェアリングエコノミーの台頭、SDGｓの観

点などから注目を受けるようになっています。そうしたなか、K社は取扱量の拡大を目指し、事業拡大を

図っているところでした。こうした時に支援を求めてきたＢ社は出店地域が重なっていないこと、経験豊富

な人材を抱え、一定の顧客基盤を有していることから、Ｂ社事業の吸収はK社の今後の事業拡大に寄与

することが見込まれた。こうした背景から買収を急いだ結果、買収先企業の資産・負債の検証が疎かに

なってしまったと思慮されます。 
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